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https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202508.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、平成19年に設立され、「身近な自然を知り、守り、活かす活動」をモットーに、緑地整備や環境調査、
環境教育の実施を通じて、地域の緑化推進に貢献してきました。
　枯れた樹木の伐採等の整備活動に加え、和光市と協働で環境調査を実施し、その成果は「和光市みどりの基本計画」
に活用され、同市の豊かな水とみどりを次世代へつなぐ取組に役立てられています。
　また、市民向けの緑地観察会の開催や小学校の環境学習のサポート、絵本や紙芝居の制作、自然環境
マップの作成などを通じて、環境教育や地域の交流促進にも貢献しています。

特定非営利活動法人 和光・緑と湧き水の会（埼玉県和光市）

会員の皆さん 湧水周辺での環境調査 小学校の環境学習
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※活動ウェブページ：http://wako-wakimizu.org/

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介

2025.8  VOL.221林野 2



　近年、建築基準の合理化や新たな木質部材の開発が進むとともに、木材利用の意義に対す
る理解が広がることにより、これまでの住宅分野に加えて、非住宅・中高層分野でも木造建
築物が身近なものになりつつあります。
　さらに、建築物LCAの制度化やSHK制度の見直しなど、木材利用によるカーボンニュートラ
ルへの貢献を定量的に評価する取組も始まっています。
　本特集では、都市部における非住宅・中高層建築物への木材利用に向けた取組や今後の展
開について紹介します。

都市の木造化に向けて
特集

事務室

EV
ホール機械室 WC

4

基準階（3 階）平面図 1/400

外周部の木ブレース

1.82m

1.82m

6.37m

外壁側はカウンターや個人
席、カフェエリアなど

コア側はミーティングス
ペースなど

建築計画

・	
・
・

1階は店舗及びオフィスロビー、2～ 4階はオフィスとして計画した。
執務室エリアは外壁側、コア側から 1.82mに柱列を設け、スパンを 1.82m	-	6.37m	-	1.82mとした。
外壁側はカウンターや個人席、カフェエリア、コア側はミーティングスペースを設けるなど、分節された空間を活
かしたオフィスレイアウトが可能である。

木ブレース・耐力壁
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1
は
じ
め
に

樹
木
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て

成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
建
築
物
に
木
材
を
利
用
す

れ
ば
、
大
気
中
か
ら
隔
離
し
た
炭
素
を
長
期
的
に

貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
木
材
は
、
製
造
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
が
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
よ
り
も
少
な
い
こ
と

か
ら
、
建
築
物
に
木
材
を
利
用
す
れ
ば
、
建
築
物

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

現
在
、
日
本
で
は
、
戦
後

造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く

が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え

て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
確
立
す
る
た
め
に

も
、
建
築
分
野
を
中
心
と
す

る
国
産
材
利
用
を
拡
大
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。他

方
、
令
和
６
年
に
お
け

る
新
設
着
工
建
築
物
の
木
造

率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
は
、
低

層
住
宅
で
80
％
を
超
え
る
一

方
、
そ
れ
以
外
の
非
住
宅
・

中
高
層
建
築
物
で
は
6
・

2
%
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
1
）。

今
後
、
人
口
減
少
等
に
よ

り
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

長
期
的
に
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
低
層

住
宅
分
野
に
お
け
る
国
産
材

の
活
用
を
引
き
続
き
進
め
つ

つ
、
都
市
部
を
中
心
に
、
非

住
宅
・
中
高
層
建
築
物
で
の

木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
関
す
る

制
度
の
変
遷

（１）「
都
市
の
木
造
化
推
進
法
」の
制
定

戦
後
、
防
火
・
防
災
を
目
的
と
し
て
都
市
の
不

燃
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
木
材
利
用
の
意
義

が
再
び
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
22
年
に

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
公
共
建
築
物
は

可
能
な
限
り
木
造
化
又
は
内
装
木
質
化
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
に
は
、
同
法
が
「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
：『
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
』）に
改
正
さ
れ
、
木
材
利
用

促
進
の
対
象
が
建
築
物
一
般
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
政
府
を
挙
げ
て
、
公
共
建
築

物
の
み
な
ら
ず
、
民
間
建
築
物
を
含
め
た
建
築
物

全
体
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（２）
建
築
基
準
法
の
合
理
化

か
つ
て
、
建
築
基
準
法
で
は
、
中
高
層
建
築
物

の
構
造
部
材
に
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
12
年
の
建
築
基
準
法
の

「
性
能
規
定
化
」を
機
に
、
必
要
な
耐
火
性
能
や
構

造
安
全
性
を
満
た
せ
ば
、
木
材
も
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
木
質
耐
火
部
材

や
高
強
度
な
接
合
方
法
等
の
開
発
が
進
み
、
中
高

層
の
木
造
建
築
物
が
増
え
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

図１

住住宅宅 非非住住宅宅
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010,00020,00030,00040,000 （千m2）

非非木木造造 木木造造

低
層
非
住
宅
建
築
は

鉄
骨
造(

Ｓ
造)

が
圧
倒
的
多
数

中高層建築は
ほぼ非木造

資料：国土交通省「建築着工統計調査」(2024年)より林野庁作成。
注：住宅とは居住専用建築物、居住専用準住宅、居住産業併用建築物の合計であり、非住宅とはこれら以外をまとめたものとした。

（写真1）上：耐火集成材によるトラス架構を用いた４階建て公共施設　下：木質耐火柱と、
集成材により耐火被覆した鉄骨梁によるハイブリッド木造技術を採用した４階建て商業ビル

（図１）階層別・構造別の建築物の着工床面積
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ま
た
、
同
法
で
は
４
階
建
て
以
上
や
共
同
住
宅

等
の
建
築
物
は
構
造
部
材
を
耐
火
構
造
と
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
の
改
正
に
よ

り
、
長
時
間
の
準
耐
火
構
造
に
よ
る
「
燃
え
し
ろ

設
計
」
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
構
造
部
材
の
木
材
を
そ
の
ま
ま
見
せ

る「
現あ

ら
わ

し
」で
の
建
築
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
が

木
材
の
良
さ
を
実
感
し
や
す
い
建
築
物
が
出
て
き

て
い
ま
す（
写
真
2
）。

令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
５
階
か
ら
９
階
建
て

の
木
造
建
築
物
の
低
層
階
部
分
に
求
め
ら
れ
る
部

材
の
耐
火
性
能
が「
２
時
間
」か
ら「
1
・
5
時
間
」

へ
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
断
面
寸
法

や
材
料
を
合
理
化
し
た
木
質
耐
火
部
材
の
開
発
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
、
防
火
区
画

の
強
化
等
に
よ
り
3
︐0
0
0
㎡
超
の
大
規
模
木

造
建
築
物
で
も「
現
し
」で
の
建
築
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
木
材
を「
現
し
」で
用
い
た
大
規

模
な
建
築
物
が
一
層
普
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

3
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
に
向
け
た
技
術
開
発
の
支
援

林
野
庁
で
は
、
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木

造
化
に
向
け
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）（
写
真

3
）、
木
質
耐
火
部
材
等
の
高
い
強
度
や
耐
火
性

を
有
す
る
製
品
・
技
術
の
開
発
や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を

用
い
た
木
造
建
築
物
の
実
証
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
技
術
開
発
に
よ
り
、
１
時
間
耐

火
か
ら
３
時
間
耐
火
ま
で
の
耐
火
集
成
材
や
、
大

空
間
を
確
保
で
き
る
ト
ラ
ス
構
法
な
ど
が
実
用
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
設
計
・
施
工
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け

て
、
標
準
的
な
工
法
の
普
及
や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル

等
の
部
材
の
標
準
化
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す（
図
2
）。

（写真2）平成30年の建築基準法改正により可能となった長時間準耐火構造による燃え
しろ設計を用いた全国初の木造４階建て集合住宅（徳島県新浜町団地県営住宅２号棟）
出典：ウッドデザイン賞受賞作品データベース（https://www.wooddesign.jp/db/
production/1887/）

（写真3）CLT（直交集成板）

（図2）標準寸法を用いたCLTパネル工法の４階建て事務所木造化モデル

「CLTパネル工法普及モデル
４階建て中規模オフィス」
https://www.howtec.or.jp/
files/libs/5230/202404301
802303206.pdf
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の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
企
業
で
は
、
気
候

変
動
や
生
物
多
様
性
等
の
課
題
へ
の
対
応
に
向
け

た
取
組
を
対
外
的
に
発
信
し
て
、
企
業
価
値
を
高

め
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
で
は
、
令
和
６
年
３

月
に
、
建
築
主
等
が
投
資
家
や
金
融
機
関
、
組
織

内
の
関
係
者
に
対
し
て
、
S
D
G
s
の
達
成
や

E
S
G
投
資
の
観
点
か
ら
木
材
利
用
の
意
義
を
体

系
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
建
築

物
へ
の
木
材
利
用
に
係
る
評
価
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。

同
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
建
築
物
に
木
材
を
利
用

し
た
場
合
の
効
果
を
①
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
貢
献
、
②
持
続
可
能
な
資
源
の
利
用
、
③
快

適
空
間
の
実
現（
木
の
魅
力
）の
三
点
に
整
理
し
た

上
で
、
具
体
的
な
評
価
手
法
を
提
示
し
て
い
ま
す

（
図
4
）。

中規模ビルの木造化のすすめ

令和6年度版
®

中規模ビル
4階建て事務所の
木造化標準モデル 増補版令和6年度版

増補版

中規模ビルの木造化のすすめ

®

図５

（写真4）設計・施工等の技術講習会の実施

こ
の
ほ
か
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者

が
広
く
参
画
す
る
官
民
協
議
会
「
民
間
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
利
用
促
進
に
向
け
た
協
議
会
」

（
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
協
議
会
）で
も
、
民
間
建
築

物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
に
当
た
っ
て
の
課
題
や

解
決
方
法
の
検
討
、
木
材
利
用
の
先
進
的
な
取
組

等
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4
木
造
建
築
の
普
及
に
向
け
た
環
境

整
備

「�

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
係
る
評
価

ガ
イ
ダ
ン
ス
」の
作
成

近
年
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）や

E
S
G
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
） 

投
資
へ

さ
ら
に
、
木
造
建
築
の
経
験
が
少
な
い
設
計

者
・
施
工
者
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
中
層
建
築

物
の
木
造
化
標
準
モ
デ
ル
の
作
成
・
普
及
（
図
3
）

や
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

設
計
者
・
施
工
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
講
習

会
の
実
施
等
を
支
援
し
て
い
ま
す（
写
真
4
）。

「中規模ビル3階建て事務所の
木造化標準モデル（増補版）」
https://www.rinya.
maff.go.jp/j/riyou/
kidukai/attach/pdf/
wckyougikai-85.pdf

「中規模ビル4階建て事務所の
木造化標準モデル（増補版）」
https://www.rinya.
maff.go.jp/j/riyou/
kidukai/attach/pdf/
wckyougikai-86.pdf

（図３）中層建築物の木造化標準モデル（3階建て、4階建て）

（１）
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都市の木造化に向けて特集

（２）
建
築
物
L
C
A
の
制
度
化
に
向
け
た
検
討

令
和
６
年
11
月
に
、「
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ボ
ン
削
減
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会

議
」
が
設
置
さ
れ
、
建
築
物
の
建
設
か
ら
解
体
ま

で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
等
を
算
定
す
る
「
建
築
物
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
L
C
A
）」（
図
5
）の

制
度
化
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
７
年
４
月
に
は
、「
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
の
削
減
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す

る
基
本
構
想
」
が
公
表
さ
れ
、
令
和
10
年
度
を
目

途
に
制
度
の
開
始
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
物
L
C
A
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
他
資
材

よ
り
も
製
造
時
の
排
出
量
が
少
な
い
木
材
の
優
位

性
が
適
切
に
評
価
さ
れ
、
木
材
需
要
の
創
出
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
建
築
物
L
C
A
の
導
入
に
向
け

て
、
業
界
団
体
に
よ
る
木
材
製
品
の
排
出
原
単
位

（
単
位
量
あ
た
り
の
製
造
時
排
出
量
）の
整
備
や
、

モ
デ
ル
建
築
物
で
の
L
C
A
の
試
行
等
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

評価分野 評価項目
1. カーボンニュートラル
への貢献

①建築物のエンボディドカーボンの削減
②建築物への炭素の貯蔵

2. 持続可能な資源
の利用

①持続可能な木材の調達
②森林資源の活用による地域貢献
③サーキュラーエコノミーへの貢献

3. 快適空間の実現 内装木質化による心身面、生産性等の効果

図６

資材の
製造

建設

運用改修・
管理

解体・
廃棄

各ライフサイクル
段階の排出量を
算定・合計

製造時のCO2排出が
少ない資材の使用が
ライフサイクル全体の排出削
減につながる

図７

（図4）「建築物への木材利用に係る評価ガイダンス」における評価分野・評価項目

（図5）建築物LCAのイメージ （３）
S
H
K
制
度
の
見
直
し

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

は
、「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公

表
制
度（
S
H
K
制
度
）」に
よ
り
、
年
間
３
千
ト

ン
以
上
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
者
等
（
特
定

排
出
者
）
に
対
し
て
、
自
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
算
定
し
、
国
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
特
定
排
出
者
が
報
告
す
る
排
出
量
（
調

整
後
排
出
量
）
の
算
定
に
当
た
り
、
自
ら
所
有
す

る
森
林
の
炭
素
吸
収
量
や
建
築
物
等
の
木
材
製
品

利
用
に
よ
る
炭
素
蓄
積
変
化
量
を
算
入
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
実
績
か
ら
新
た
な
算
定
方
法
が
適
用

さ
れ
る
見
込
み
で
す（
図
6
）。
対
象
と
な
る
木
材

製
品
は
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
国
の
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
報
告
と
同
様
に
、
国
産
材
に
限
定
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
特
定
排
出
者
が
自
ら
所
有
す
る

建
築
物（
主
に
非
住
宅
分
野（
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
、

倉
庫
等
）や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
）に
お
け
る
木
材
利

用
の
効
果
を
定
量
化
し
て
示
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
企
業
に
よ
る
木
造
化
・
木
質
化
が
一
層
促
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

5
お
わ
り
に

日
本
は
、
温
暖
湿
潤
な
気
候
に
よ
り
、
豊
か
な

森
林
が
育
つ「
森
の
国
」で
す
。
こ
の
森
林
に
由
来

す
る
木
材
を
建
築
物
等
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に

発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
令
和
７

年
７
月
に
、
全
国
で
都
市
の
木
造
化
を
加
速
す
る

「
森
の
国
・
木
の
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

今
後
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
地
方
公

共
団
体
や
企
業
の
皆
様
に
、
S
H
K
制
度
の
見
直

し
を
は
じ
め
、
木
材
利
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
広

く
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
木
造
化
を
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

他者から調達した
電気・熱の使用
による排出

（スコープ２）

J-クレジット
などによる調整＋

自社における
燃料の燃焼と

製造等に伴う排出
（スコープ１）

新たに設定を予定

森林経営活動・
木材製品利用

による
炭素蓄積変化量

現行のSHＫ制度の報告項目

＋－＋－
基礎排出量

現行の調整後排出量 新たに調整後排出量
の算定に追加

＜現行の報告項目と検討中の報告項目＞

図８

製造時のCO2 排出が少ない
資材の使用がライフサイクル
全体の排出削減につながる

（図6）現行の報告項目と検討中の報告項目

オペレーショナルカーボン

「建築物への木材利用に係
る評価ガイダンス」
https://www.rinya.maff.
go.jp/j/mokusan/esg_
architecture.html

エンボディドカーボン
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協
力
市
町
村
と
の
関
わ
り
で

期
待
さ
れ
る
こ
と

「
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

協
力
市
町
村（
地
域
）を
公
募
し
、
各
地
域
か
ら
名

人
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
こ
の
取
組
を
通
じ
て
、

長
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
て
き
た
「
な
り
わ
い
」
や

「
生
活
文
化
」を
再
認
識
し
、
地
域
の
未
来
を
考
え

る
機
会
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
取
組
は
、
令
和
８
年
度
で
25
回
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
取
組
を
通
じ
て

高
校
生
に
名
人
の
生

き
る
知
恵
や
技
に
触

れ
る
機
会
を
与
え
、

山
村
地
域
に
若
者
の

元
気
を
届
け
て
い
き

ま
す
。

1
Topics

令
和
7
年
度
の
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

聞
き
書
き
甲
子
園
と
は

日
本
人
は
古
く
か
ら
、
森
や
海
、
川
の
自
然
を

守
り
、
育
て
、
そ
の
恵
み
を
得
な
が
ら
生
き
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
人
々
の
優
れ
た
知
恵
や

技
が
あ
り
、
同
時
に
、
そ
の
営
み
が
自
然
の
豊
か

さ
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
山
漁
村
に

お
け
る
過
疎
化
が
進
み
、
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の

を
森
や
海
、
川
か
ら
得
る
た
め
の
知
恵
や
技
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ

た
高
校
生
が
、
日
本
各
地
の
森
・
川
・
海
の
「
名

人
」
を
訪
ね
、
一
対
一
で
そ
の
知
恵
や
技
、
生
き

方
を「
聞
き
書
き
」す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
平

第
24
回「
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参
加
す
る

高
校
生
93
名
が
決
定
し
、
令
和
7
年
度
の

「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
高
校
生
は
、「
聞
き
書
き
」の
コ
ツ
等
を

研
修
で
学
ん
だ
後
、
名
人
に
取
材
を
行
い
、

話
の
内
容
を
作
品
に
ま
と
め
ま
す
。
優
秀
な

作
品
に
は
、
令
和
８
年
３
月
の
「
第
24
回
聞

き
書
き
甲
子
園
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
、
農
林

水
産
大
臣
賞
、
林
野
庁
長
官
賞
等
が
贈
ら
れ

ま
す
。

成
14
年
か
ら
始
ま
り
、
参
加
し
た
高
校
生
は
2
︐

1
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、「
自
然
と
向
き
合
う
仕
事
の
大

切
さ
」や「
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
生
活
文
化
の
豊

か
さ
」
を
社
会
に
広
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
未
来
を
担
う
次
世
代
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

聞
き
書
き
と
は

「
聞
き
書
き
」と
は
、
話
し
手
の
言
葉
を
丁
寧
に

聞
き
、
そ
の
言
葉
を
一
字
一
句
全
て
書
き
起
こ

し
、
話
し
手
の
口
調
を
い
か
し
て
文
章
に
ま
と
め

る
手
法
で
す
。
話
し
手
の
人
生
や
価
値
観
、
経
験

を
深
く
掘
り
下
げ
、
文
章
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の

人
の
生
き
方
や
地
域
の
文
化
な
ど
が
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。

名
人
の
語
り
口
を
文
章
に
ま
と
め
て
い
く
過
程

で
、
高
校
生
は
名
人
の
話
し
た
言
葉
を
何
度
も
繰

り
返
し
反
芻
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
は
「
他
人
ご

と
」だ
っ
た
名
人
の
想
い
や
価
値
観
が
、
共
感
や
敬

意
と
と
も
に「
自
分
ご
と
」に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
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　第23回「聞き書き甲子園」の成果発表の場として、令和7年3月24日に「第23回聞き書き甲子園フォーラム」
を開催しました。フォーラムでは、農林水産大臣賞等の受賞作品の紹介や、高校生と森・川・海の名人が、
作家の塩野米松氏及びエッセイストの阿川佐和子氏を聞き手に迎え、聞き書きの体験談やエピソードに関す
る対談を行いました。フォーラムの様子はYouTubeでご覧いただけます。

第23回聞き書き甲子園フォーラム①
https://www.youtube.com/watch?
v=NXCog_5LGas&t=48s 

第23回聞き書き甲子園フォーラム②
https://www.youtube.com/watch?
v=XHs5IRBHDC8

（名人）番匠　光昭さん
（富山県氷見市/船大工の名人）

（高校生）小林　華音さん
（東京都大妻中野高等学校2年）

「木造船に想いを乗せて」

第23回聞き書き甲子園
農林水産大臣賞

和船の船大工 番匠さんの話を「聞き書き」した高校生 小林さんの感想

　取材のなかで、番匠さんが笑顔で語った「いずれはなくなる職業だから」という言葉の裏には、伝統が失わ
れていく寂しさと、自分が後世に残すという決意が感じられました。また、特に印象的だったのは、「自然が
失われつつあるんや」という言葉でした。環境破壊は伝統技術をも奪ってしまうことに気づかされ、伝統技術
やその名人を守るために、自然を大切にしていかなくてはならないと感じました。

第23回「聞き書き甲子園」農林水産大臣賞受賞作品の紹介

「聞き書き甲子園」の詳しい情報は、「聞き書き甲子園」ウェブサイト
（https://www.kikigaki.net/）をご覧ください。

聞き書き電子図書館
「聞き書き甲子園」に参加した高校生の作品と、名人のプロフィールを検索し、
閲覧することができます。作品全文を閲覧するには、会員登録が必要です。
https://lib.ruralnet.or.jp/mori/

聞き書き甲子園をもっと知るには？

フォーラムでの対談で、和船づくりに使うのこぎりについて説明する船大工 番匠さん（写真左）と
「聞き書き」した高校生 小林さん（写真中央）
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2
Topics

岩
手
県
大
船
渡
市
の
林
野
火
災
に
つ
い
て

令
和
7
年
2
月
に
発
生
し
た
岩
手

県
大
船
渡
市
林
野
火
災
の
概
要

令
和
７
年
２
月
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規
模

な
林
野
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
最
初
の
火
災
は

２
月
19
日
に
発
生
し
、
６
日
後
の
２
月
25
日
に
鎮

圧
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
翌
日
に
再
度
発
生

し
た
火
災
は
強
風
に
煽
ら
れ
る
な
ど
に
よ
り
瞬
く

間
に
燃
え
広
が
り
、
消
防
本
部
の
覚
知
か
ら
２
時

間
ほ
ど
で
約
７
㎞
の
長
さ
に
延
焼
し
た
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
翌
日
以
降
も
リ
ア
ス
式
海
岸
の
複
雑

な
地
形
や
局
地
的
な
風
の
影
響
を
受
け
て
多
方
面

へ
延
焼
拡
大
し
、
３
月
９
日
に
再
度
鎮
圧
が
発
表

さ
れ
る
ま
で
、
合
わ
せ
て
約
3
︐4
0
0
ha（
調
査

中
）
も
の
森
林
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

内
で
は
昭
和
36（
1
9
6
1
）年
の
三
陸
大
火
以
来

の
規
模
で
し
た
。

林
野
庁
に
お
け
る
対
応

林
野
庁
で
は
、
最
初
の
火
災
が
発
生
し
た
２
月

19
日
以
降
、
被
害
状
況
の
情
報
収
集
や
復
旧
対

策
の
検
討
等
に
当
た
り
ま
し
た
。
２
月
28
日
か

ら
、
迅
速
な
情
報
収
集
や
技
術
支
援
の
た
め
の

M
A
F
F
‒
S
A
T
（
農
林
水
産
省
サ
ポ
ー
ト
・

ア
ド
バ
イ
ス
・
チ
ー
ム
）
を
岩
手
県
へ
派
遣
し
、

鎮
圧
か
ら
３
日
後
の
３
月
12
日
に
は
、
林
野
庁
と

岩
手
県
が
合
同
で
、
森
林
被
害
の
状
況
確
認
の
た

め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

ヘリコプターからの上空調査

岩手県大船渡市における林野火災の被害状況

延延焼焼範範囲囲
（2/26～約3,400ha）

赤赤崎崎町町

三三陸陸町町越越喜喜来来地地区区

あかさき

三三陸陸町町綾綾里里地地区区
さんりく りょうり

さんりく おきらい

（2/19～2/26、約324ha）

高高性性能能林林業業機機械械のの焼焼損損

森森林林被被害害

岩岩手手県県大大船船渡渡市市ににおおけけるる林林野野火火災災のの被被害害状状況況
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大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会

復
旧
・
再
建
に
向
け
た
支
援
等

４
月
４
日
に
は
現
地
の
農
林
水
産
関
係
被
害
状

況
を
視
察
し
た
農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
被
災
前
の

豊
か
な
森
林
の
回
復
、
林
業
・
漁
業
の
継
続
や
早

期
の
再
建
に
向
け
た
支
援
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
森
林
の
再
生
に
向
け
て
は
、
岩
手
県
や

大
船
渡
市
と
連
携
し
、
復
旧
方
針
の
検
討
や
そ
の

た
め
の
技
術
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
被
害

木
等
の
伐
採
・
搬
出
、
被
害
木
等
の
伐
採
跡
地
に

お
け
る
造
林
等
に
対
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
そ
の

後
必
要
と
な
る
育
林
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
り
機
能

が
低
下
し
た
森
林
に
お
い
て
、
今
後
の
降
雨
等
に

よ
る
土
砂
流
出
等
の
山
地
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
箇
所
で
は
治
山
対
策
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
被
災
し
た
高
性
能
林
業
機

械
及
び
特
用
林
産
施
設
の
整
備
等
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
林
野
火
災
が
発

生
す
る
な
か
、
林
野
庁
と
消
防
庁
が
共
同
で
「
大

船
渡
市
林
野
火
災
を
踏
ま
え
た
消
防
防
災
対
策
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
消
防
庁

が
実
施
す
る
火
災
原
因
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま

え
、
消
防
活
動
等
の
検
証
を
行
い
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
火
災
予
防
、
消
防
活
動
、
装
備
・
技
術
等

の
充
実
強
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
夏
頃
に
検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

今
年
は
大
船
渡
市
の
ほ
か
に
も
全
国
各
地
で
大

規
模
な
林
野
火
災
が
頻
発
し
ま
し
た
。
国
内
の
林

野
火
災
の
原
因
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
、
た
ば
こ

等
、
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
な
ど
人
為
的
な
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
な
ど

と
過
信
せ
ず
、
乾
燥
時
や
強
風
時
は
屋
外
で
火
を

使
わ
な
い
こ
と
、
た
ば
こ
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

等
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
森
林
や
そ
の

周
辺
で
行
う
火
入
れ
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の

許
可
を
得
て
そ
の
指
示
に
従
っ
て
で
な
け
れ
ば
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
改
め
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
例
年
３
月
に
は
全
国
山
火
事
予
防
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
限
ら
ず
日
頃
か

ら
火
の
取
扱
い
に
十
分
に
注
意
し
、
林
野
火
災
の

防
止
に
一
層
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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樹
芸
研
究
所
と

ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林

樹
芸
研
究
所
は
東
京
大
学
の
演
習
林
の
一
つ

で
、
伊
豆
半
島
の
南
端
の
静
岡
県
南
伊
豆
町
に

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
約
48 

ha
に
も
お
よ
ぶ
、
ま
と

ま
っ
た
面
積
の
ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林
が
あ
り
、「
東

京
大
学
樹
芸
研
究
所　
岩が

ん

樟し
ょ
う

園え
ん

ク
ス
ノ
キ
林
」
と

し
て
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林
は
、
渡
辺
平
四
郎
と

い
う
人
物
に
よ
っ
て
、
樟

し
ょ
う

脳の
う

生
産
を
目
的
と
し
て

植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
は
、
現
在
の
松
崎
町
岩

科（
旧
・
岩
科
村
）の
出
身
で
、
岩
科
村
の
村
長
を

務
め
た
ほ
か
、「
伊
豆
の
鉱
山
王
」
の
異
名
を
持
つ

実
業
家
で
し
た
。
明
治
41（
1
9
0
8
）年
、
渡
辺

は
現
在
の
南
伊
豆
町
青
野
の
奥
山
に
原
野
を
購

入
し
、
人
夫
を
住
ま
わ
せ
、
ク
ス
ノ
キ
の
植
栽
と

樟
脳
生
産
に
着
手
し
ま
し
た
。
渡
辺
は
、
こ
の
山

林
を
岩
科
村
の「
岩
」、
ク
ス
ノ
キ
の
漢
字「
樟
」を

と
っ
て
、「
岩
樟
園
」
と
名
付
け
ま
し
た
（
松
崎
町

2
0
0
1
）。

植
林
を
し
て
間
も
な
い
明
治
42
（
1
9
0
9
）

年
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
を
き
っ
か
け
に
、
金

日
本
の
化
学
産
業
を
支
え
た

ク
ス
ノ
キ
の
人
工
林

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
附
属
演
習
林
樹
芸
研
究
所
　

齋
藤
暖
生

銅
鉱
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
渡
辺
は
鉱

山
経
営
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
鉱
山
で
は
、

多
く
の
労
働
者
と
牛
馬
が
働
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
松
崎
町
2
0
0
1
）。
樹
芸
研
究
所
に
伝
わ
る

1
9
1
0
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
と
さ
れ
る
岩
樟
園

の
写
真
を
見
る
と
、
若
い
植
林
地
を
背
景
に
、
二

つ
の
石
塔
が
見
え
ま
す
。
こ
の
石
塔
は
、
鉱
夫
一

同
に
よ
っ
て
大
正
2（
1
9
1
3
）年
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。

鉱
山
の
経
営
は
順
調
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

大
正
3（
1
9
1
4
）年
に
大
手
の
鉱
山
会
社
に
譲

渡
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
岩
樟
園
を
含
む

周
辺
の
山
林
は
東
京
帝
国
大
学
に
よ
っ
て
購
入
さ

れ
、
昭
和
18（
1
9
4
3
）年
に
樹
芸
研
究
所
が
設

クスノキの人工林

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！

渡辺平四郎の肖像（国指定重要文化財岩科学校蔵）
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立
さ
れ
ま
し
た
。
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
林
は
、
大

学
演
習
林
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

樟
脳
の
含
有
量
は
、
若
い
木
よ
り
も
古
い
木

で
、
さ
ら
に
根
株
付
近
に
お
い
て
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
樟
脳
の
生
産
が
盛
ん
に

な
れ
ば
、
樹
齢
を
経
た
ク
ス
ノ
キ
が
根
際
か
ら
伐

採
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
政
府
は
ク
ス
ノ
キ

原
木
の
欠
乏
を
問
題
視
し
、
明
治
39（
1
9
0
6
）

年
〜
大
正
2（
1
9
1
3
）年
に
ク
ス
ノ
キ
植
林
を

奨
励
す
る
政
策
を
行
い
ま
し
た
（
日
本
専
売
公
社

1
9
5
6
）。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
時
代
に
植
え
ら

れ
た
の
が
、
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
な
の
で
す
。

ク
ス
ノ
キ
人
工
林
の
い
ま

岩
樟
園
で
の
樟
脳
生
産
の
実
態
は
不
明
で
す
。

1910年代に撮影されたとされる岩樟園（樹芸研究所蔵）

前
述
の
よ
う
に
鉱
山
経
営
の
方
に
経
営
努
力
が
注

が
れ
、
植
栽
し
た
ク
ス
ノ
キ
が
生
産
に
適
す
る
樹

齢
に
達
す
る
前
に
大
学
演
習
林
に
な
っ
た
と
考
え

る
と
、
本
格
的
な
ク
ス
ノ
キ
の
伐
採
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

2
0
2
5
年
現
在
、
岩
樟
園
の
ク
ス
ノ
キ
の
樹

齢
は
、
1
2
0
年
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
胸

高
直
径
が
1
m
に
迫
る
大
木
も
散
見
さ
れ
、
林
冠

を
高
く
覆
う
様
子
は
壮
観
で
す
。
春
に
は
新
し
い

芽
吹
き
が
斜
面
を
赤
ら
め
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
面

積
の
ク
ス
ノ
キ
の
林
は
珍
し
い
ば
か
り
で
な
く
、

化
学
産
業
を
背
景
に
成
立
し
た
森
林
・
林
業
の
姿

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

引
用
文
献

専
売
文
化
事
業
協
会（
1
9
5
0
）樟
脳
読
本
．
日

本
専
売
公
社

日
本
専
売
公
社（
1
9
5
6
）樟
脳
専
売
史
．
日
本

専
売
公
社

松
崎
町（
2
0
0
1
）郷
土
の
先
覚
者
た
ち
．
松
崎

町

クスノキ

粗製樟脳樟脳原油

人
工
ユ
ー
カ
リ
油

精製樟脳再製樟脳白油赤油藍油ピッチ

テ
レ
ピ
ン
油

人
工
蜜
柑
油

シ
ネ
オ
ー
ル
抜白

油

人
工サ

ッ
サ
フ
ラ
ス
油

サ
フ
ロ
ー
ル
抜赤

油

サ
フ
ロ
ー
ル

抱
水
テ
ル
ピ
ン

セ
ス
キ
テ
ル
ペ
ン

ク
ス
ノ
ー
ル

防
虫
駆
虫
剤

セ
ル
ロ
イ
ド
原
料

竜
脳
原
料

選
鉱
剤

医
薬

溶
剤

医
薬
香
料

溶
剤

香
料
・
溶
剤

選
鉱
剤
・
溶
剤

防
虫
駆
虫
剤

香
料

香
料
・
医
薬

ヘ
リ
オ
ト
ロ
ピ
ン
・
ワ

ニ
リ
ン
原
料

医
薬

タ
ー
ビ
ネ
オ
ー
ル
原
料

選
鉱
剤
・
溶
剤

防
虫
駆
虫
剤

香
料
保
留
剤

医
薬

電
気
絶
縁
用

船
舶
甲
板
充
填
用

クスノキ由来の多様な化学製品とその用途（『樟脳読本』をもとに作成）

ク
ス
ノ
キ
と
樟
脳
生
産

渡
辺
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ク
ス
ノ
キ
は
樟

脳
の
原
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
ス

ノ
キ
の
木
片
や
枝
葉
を
蒸
留
す
る
と
、
樟
脳
と
樟

脳
原
油
が
得
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
精
製
・
加

工
す
る
こ
と
で
、
医
薬
品
、
香
料
、
セ
ル
ロ
イ
ド

等
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ル
ロ
イ
ド
は
合
成
樹
脂

で
、
か
つ
て
は
文
房
具
や
お
も
ち
ゃ
、
カ
メ
ラ
の

フ
ィ
ル
ム
等
、
暮
ら
し
の
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
樟
脳
は
化
学
工
業
の
原
材
料
と
し
て
、

明
治
時
代
か
ら
日
本
の
重
要
な
輸
出
産
品
で
も
あ

り
ま
し
た
。

日本における樟脳の生産量の推移（『樟脳専売史』より作成）

展葉期のクスノキの人工林 クスノキの樹冠

クスノキ由来の多様な化学製品とその用途（『樟脳読本』をもとに作成）

▪粗製樟脳（kg） ▪樟脳油（kg）
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コンゴ民主共和国

「
コ
ン
ゴ
盆
地
」の
重
要
性
に

つ
い
て

皆
さ
ん
は「
コ
ン
ゴ
盆
地
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
い
で
世
界

第
二
の
規
模
を
誇
る
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
熱
帯
林 熱

帯
林
保
全
の「
一
丁
目
一
番
地
」、

コ
ン
ゴ
盆
地
の
現
場
か
ら

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
　
環
境
・
持
続
可
能
開
発
省

大
仲
　
幸
作

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
今
も
年
間

で
正
味
約
6
億
ト
ン
の
C
O
2

を
吸
収
し
続
け
て

い
ま
す
（
2
0
2
1
年
、Harris et al.

）。
更

に
、
2
0
1
7
年
に
は
、
日
本
の
年
間
排
出
量

の
1
0
0
年
分
に
相
当
す
る
2
9
0
億
ト
ン
の

炭
素
を
蓄
え
た
世
界
最
大
の
熱
帯
泥
炭
地
帯
が
存

在
す
る
こ
と
が
、
科
学
的
に
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
（
2
0
1
7
年
、D

argie et al.

）。
コ
ン
ゴ

盆
地
は
地
球
環
境
の
持
続
性
の
鍵
を
握
る
、
世
界

で
最
も
カ
ー
ボ
ン
リ
ッ
チ
な
生
態
系
の
一
つ
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

森
林
消
失
の
深
刻
化
に
つ
い
て

し
か
し
、
そ
の
コ
ン
ゴ
盆
地
も
、
貧
困
削
減
が

進
ま
ぬ
ま
ま
人
口
が
急
増
し
、
焼
き
畑
や
薪
炭
生

産
が
無
秩
序
に
広
が
る
こ
と
で
、
近
年
は
森
林
消

失
が
年
間
約
1
0
0
万
ha
を
超
え
る
レ
ベ
ル
で

アフリカ大陸における森林分布（太線：コンゴ民主共和国）
Tree Cover with Canopy Density＞75%, 2010年
出典：Global Forest Watch（世界資源研究所）

コンゴ盆地の泥炭地注１を踏査する筆者

コンゴ盆地核心部における深刻な森林減少（原因は農地転用が大半）

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

図１ アフリカ⼤陸における森林分布（太線：コンゴ⺠主共和国）
Tree Cover with Canopy Density>75%, 2010年
出典：Global Forest Watch（世界資源研究所）

地
帯
で
す
。
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森
林
面
積
は
日
本
の

国
土
の
約
5
倍
、
そ
の
過
半
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
に
属
し
て
い
ま
す
。
私
は
林
野
庁
か
ら
、
国
際

協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
を
通
じ
て
、
同
国
の
環

境
・
持
続
可
能
開
発
省
に
、
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
職
員
を
派

遣
す
る
の
は
、
コ
ン
ゴ
盆
地
の
保
全
が
気
候
変

動
対
策
上
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
ア
マ
ゾ
ン
や
東
南
ア
ジ
ア
は
、

近
年
の
開
発
に
よ
っ
て
、
C
O
2

の
排
出
量
が
吸

収
量
を
上
回
る
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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コンゴ盆地の保全を支援する各国政府・国際機関代表（中央はコンゴ民主共和国の環境大臣）

注１. 湿った環境で植物が完全に分解されずに長期間にわたって積み重なった、炭素を豊富に含む湿地
注２. 二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの吸収量・放出量を継続的に測定するための観測施設

高
止
ま
り
し
て
い
ま
す（
2
0
2
4
年
、G

lobal 

Forest W
atch

）。
こ
の
状
況
に
、
世
界
的
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
需
要
の
急
増
に
伴
う
カ
カ
オ
栽
培

や
E
V
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
不
可
欠

な
銅
、
コ
バ
ル
ト
の
採
掘
等
が
拍
車
を
か
け
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
2
1
0
0
年
に
は

コ
ン
ゴ
盆
地
か
ら
原
生
林
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
0
1
8
年
、

Tyukavina et al.

）。

国
際
協
調
に
よ
る
保
全
対
策
の

推
進

こ
の
現
状
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
を
含
む
先
進

国
政
府
や
国
際
機
関
な
ど
が
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

お
わ
り
に

森
林
分
野
に
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
森
林

減
少
を
食
い
止
め
、
回
復
さ
せ
る
と
い
う
国
際
公

約
が
存
在
し
、
パ
リ
協
定
の「
1
・
5
℃
目
標
」実

現
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
で
紛
争

や
経
済
対
立
が
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

分
断
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
保

全
」
と
い
う
地
球
規
模
課
題
に
お
い
て
、
一
丸
と

な
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
く
意
義
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
、
国
際
協
力
を
重
点
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
コ
ン
ゴ
盆
地
、
と
り
わ
け
同
国
は
、
熱
帯

林
保
全
の「
一
丁
目
一
番
地
」と
い
え
る
存
在
で
す
。

そ
の
国
際
協
力
の
中
核
が
、
欧
米
諸
国
を
中
心

に
2
0
1
5
年
に
創
設
さ
れ
た
中
部
ア
フ
リ
カ

森
林
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
C
A
F
I
）で
す
。
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
O
D
A
資
金
を
拠
出
し
、
数
十
に
及
ぶ
分
野
横

断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
総
額
約
5
0
0
億
円
）
が

形
成
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
も
C
A
F
I
と
の
連
携
に
よ
る
数

十
億
円
規
模
の
技
術
協
力
を
通
じ
、
キ
ン
シ
ャ
サ

近
郊
の
ク
イ
ル
州
に
お
い
て
、
直
近
の
約
6
年

間
で
、
山
手
線
内
側
に
相
当
す
る
約
6
千
ha
の
植

林
、
知
床
自
然
遺
産（
陸
域
）に
匹
敵
す
る
４
万
ha

以
上
の
保
全
林
の
設
定
な
ど
、
目
に
見
え
る
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

更
に
、
発
見
間
も
な
い
泥
炭
地
で
は
、
国
際
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
タ

ワ
ー
注
２
を
柱
と
す
る
観
測
体
制
の
構
築
に
率
先

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コンゴ盆地初のフラックスタワー（コンゴ盆地２基目、泥炭地初のタワーは日本政府が建設中）
出典：Ghent University

JICAの技術協力で地域住民が造成したアカシア林　出典：JICA
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国有林野
事業の
取組

国有林

愛媛森林管理署

愛媛県 石鎚山

山
に
ほ
ら
貝
や
鈴
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
楽
し
め
る
山

石
鎚
山
一
帯
の
地
形
は
急
峻
で
、
鎖
を
伝
っ
て

岩
場
を
登
る
難
易
度
の
高
い
コ
ー
ス
や
、
奇
岩
や

渓
流
美
を
堪
能
で
き
る
渓
谷「
面お

も
河ご

渓け
い

」か
ら
登
る

「
面お

も
河ご

ル
ー
ト
」と
い
っ
た
上
級
者
向
け
の
登
山
道

が
あ
る
一
方
で
、
西
条
市
側
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

は
じ
め
に

愛
媛
森
林
管
理
署
は
、
愛
媛
県
内
の
森
林
約

40
万
ha
の
１
割
に
相
当
す
る
約
４
万
ha
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
国
有
林
は
主
に
四

国
山
地
の
奥
山
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
中
で
も
西
日
本
最
高
峰
で
あ
る
石い

し
鎚づ

ち
山さ

ん
に
つ

い
て
、
そ
の
特
徴
や
利
用
・
保
全
に
関
す
る
取
組

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

石
鎚
山
の
特
徴

石
鎚
山
は
、
愛
媛
県
西
条
市
と
久
万
高
原
町
の

境
界
に
位
置
す
る
天
狗
岳
、
弥み

山せ
ん

、
南な

ん
尖せ

ん
峰ぽ

う
の
３

つ
の
ピ
ー
ク
の
総
称
で
あ
り
、
標
高
1
︐9
8
2

ｍ
の
天
狗
岳
は
西
日
本
の
最
高
峰
で
す
。
そ
の
雄

大
な
山
容
や
壮
観
な
眺
望
か
ら
、
日
本
百
名
山
や

日
本
百
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

一
帯
は
石
鎚
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
鎚
山
は
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
山
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
石
鎚
山
を
ご
神
体
と
す

る
石
鎚
神
社
の
社
殿
が
、
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
４

社
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
１
日
か
ら
10

日
に
行
わ
れ
る
祭
事「
お
山
開
き
」に
は
、
全
国
各

地
か
ら
白
装
束
を
ま
と
っ
た
登
拝
者
が
訪
れ
、
全

石
鎚
山
に
お
け
る
利
用
推
進
と

保
全
管
理
の
取
組

　愛媛森林管理署が管轄する国有林は、西日本最高峰の石鎚山を
主峰とする四国山地脊梁部の中部及び西部、さらには南部の滑床
渓谷や篠山周辺など景勝地としても親しまれている地域を含め、
県内全域に広く分布しています。
　愛媛県の森林面積は、県土の７割を占め、スギ優良材生産で
知られる久万林業地をはじめ、ヒノキ生産量も全国トップクラスと
なっております。また、丸太から集成材･CLTなどの製品への一貫
生産ができる工場も立地しており、木材産業が盛んな県です。
　当署では、優れた森林生態系や貴重な動植物の生息・生育地を
有し、景勝地としても多くの観光客が訪れる森林を保全するととも
に、適切な人工林の間伐や主伐・再造林を通じて木材の安定的な
供給を行うことにより、林業・木材産業等を支えることで地域振興
に貢献しています。

愛媛県松山市朝美2-6-32所在地

567,589ha
うち森林面積	 401,018ha
うち国有林面積	 40,587ha

区域面積

１県９市６町（愛媛県、松山市、今
い ま

治
ば り

市、宇和島市、
新居浜市、西条市、伊予市、四国中央市、西予市、
東温市、久万高原町、砥

と

部
べ

町、内子町、松野町、鬼
き

北
ほ く

町、愛南町）

関係自治体

四
国
森
林
管
理
局
　
愛
媛
森
林
管
理
署

管内概要

お山開き（弥山より天狗岳を望む）

二の鎖を登る登山者
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を
使
っ
て
中
腹
に
あ
る
石
鎚
神
社
の「
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

社し
ゃ

」に

至
る「
成
就
社
ル
ー
ト
」や
、
年
配
の
方
で
も
登
山

し
や
す
い
久
万
高
原
町
の
土
小
屋
か
ら
尾
根
伝
い

に
登
る「
土
小
屋
ル
ー
ト
」が
あ
る
な
ど
、
幅
広
い

レ
ベ
ル
に
対
応
で
き
る
た
め
、
毎
年
多
く
の
登
山

客
が
訪
れ
ま
す
。

「
成
就
社
ル
ー
ト
」の
中
腹
部（
標
高
7
6
0
～

1
︐6
0
0
m
）は「
石
鎚
風
景
林
」に
指
定
し
て
お

り
、
春
か
ら
夏
に
は
イ
シ
ヅ
チ
ザ
ク
ラ
や
シ
コ
ク

イ
チ
ゲ
と
い
っ
た
植
物
が
山
に
彩
を
添
え
、
秋
に

は
カ
エ
デ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
色
鮮
や
か
に
紅

葉
す
る
な
ど
、
多
く
の
植
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
風
景
林
に
隣
接
す
る
「
石
鎚

ス
キ
ー
場
」
に
は
、
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る
ゲ
レ
ン
デ
が
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
夜
景

や
星
空
を
楽
し
め
る
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ

て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
自
然
と
親
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。森

林
の
保
全
・
登
山
道
の

維
持
管
理
の
取
組

石
鎚
山
を
中
心
に
、
西
は
二
ノ
森
（
1
︐

9
3
0
m
）
を
経
て
堂
ヶ
森
（
1
︐6
8
9
m
）
ま

で
、
東
は
土
小
屋
、
岩
黒
山
（
1
︐7
4
6
m
）、

筒
上
山
（
1
︐8
6
0
m
）
を
経
て
手
箱
山
（
1
︐

8
0
6
m
）
ま
で
の
約
4
︐2
0
0 

ha
の
国
有
林

を
、
平
成
２
年
３
月
、
四
国
で
初
め
て
と
な
る
森

林
生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
「
石
鎚
山
系
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
に
設
定
し
ま
し
た
。
標
高
差
は

一
番
低
い
面
河
渓（
7
0
0
m
）か
ら
石
鎚
山
ま
で

約
1
︐3
0
0
m
あ
り
、
面お

も

河ご

渓け
い

関か
ん

門も
ん

付
近
の
暖

温
帯
林
か
ら
中
間
温
帯
林
・
冷
温
帯
林
を
経
て
石

鎚
山
頂
付
近
の
亜
寒
帯
林
に
至
る
ま
で
の
植
生

登山者への説明と安全指導 登山道周辺の植生保護活動

の
垂
直
分
布
が
保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
、
約
3
︐

1
0
0
種
類
の
動
物
が
生
息
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
動
植
物
の
多
様
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
鎚
山
に
は
、
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、
近
年
で
は
森
林
の
保
全
と
登
山
道
の
維
持

管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
署
で
は
、
２

名
の
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ

Ｓ
）
が
、
登
山
道
の
巡
視
及
び
修
繕
、
危
険
木
の

確
認
や
周
知
、
道
外
れ
に
よ
る
植
生
の
踏
み
つ
け

や
植
物
採
取
の
防
止
、
登
山
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
向

上
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
面

河
ル
ー
ト
で
は
愛
媛
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
成
就
社

ル
ー
ト
で
は
石
鎚
神
社
、
土
小
屋
ル
ー
ト
で
は
地

元
自
治
体
が
事
務
局
を
務
め
る
「
石
鎚
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
協
議
会
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
登
山
道
の
修

復
・
整
備
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

多
く
の
方
々
に
石
鎚
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

つ
つ
、
将
来
の
世
代
に
も
貴
重
な
森
林
生
態
系
を

残
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
利
用
・
保
全
の
取
組

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
登
山
者
の
皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
に

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

登山道周辺の林野巡視活動 危険木処理
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3
Topics

　合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（通称「クリーンウッド法」）は、合法性が確認された
木材等の流通を促進し、違法伐採等の抑制を目指しています。令和７年４月に施行された改正法では、川
上・水際の木材関連事業者による、木材・木材製品の合法性確認等が新たに義務付けられました。（改正
クリーンウッド法の詳細は「林野」令和5年６月号No195を参照、また林野庁情報提供サイト「クリーンウッ
ド・ナビ」でも随時情報発信中）
　本稿では、クリーンウッド法の制度普及のための取組を紹介します。

　事業者の皆さまがクリーンウッド法に基づく、合法性確認結果の記録・保存、伝達等をより円滑に行えるようサポートする
「クリーンウッドシステム」の運用を令和７年４月から開始しました。本システムは利用者登録を行うことでパソコン、スマート
フォン、タブレット等から無料でご利用いただけます。　

　クリーンウッド法に基づき登録を受け、合法性が確認できた木材・木材製
品を積極的に取り扱う「登録木材関連事業者」の証であるロゴマークが作成
されました。このロゴマークは、登録木材関連事業者の名刺、納品書、パ
ンフレットやウェブサイト等に使用できます。登録木材関連事業者の皆さま
におかれましては是非ご活用ください。また、消費者の皆さまが登録木材
関連事業者から商品を購入することは、世界と日本の森林を守る大切な１歩
になりますので、マークを参考に事業者を選んでみてはいかがでしょうか。

クリーンウッドシステム

登録木材関連事業者の証となるロゴマーク

クリーンウッド法の
制度普及に向けた取組

利用者登録申請については
こちらからアクセスできます➡

ロゴマークの詳細については
こちらからアクセスできます➡

クリーンウッド法に関する情報は林野庁ウェブサイト「クリーンウッド・ナビ」で随時発信しています！

クリーンウッドシステムについて クリーンウッド法に関するＱ＆Ａ

Q1

A

「合法伐採木材等」と「合法性確認木材等」は何が違うのか

「合法伐採木材等」は我が国又は原産国の法令に適合して伐採された樹木を材料とする木材及び当該木材を加工し、又は主
たる原料として製造した家具、紙等の物品であって主務省令で定めるものをいいます。
　「合法性確認木材等」とは、法第６条第１項に規定する第１種木材関連事業者が行う合法性の確認により、違法伐採に係る
木材等に該当しない蓋然性が高いと確認された木材等のことを指します。
　クリーンウッド法において流通するのは、法第６条に基づき木材関連事業者によって合法性確認が行われた「合法性確認
木材等」、「合法性確認木材等でない木材等」、「合法性確認木材等と合法性確認木材等でない木材等で構成された木材等」の
いずれかです。

Q2

A

登録木材関連事業者のみ義務・努力義務を行えばよいのか

登録の有無にかかわらず、木材関連事業者に該当する事業者には義務及び努力義務があります（第１種木材関連事業者には
義務及び努力義務、第２種木材関連事業者には努力義務）
　木材関連事業者の登録は、合法伐採木材等の利用を確保するために取り組むべき措置を確実に講ずる木材関連事業者が登
録することができ、登録は任意になります。

Q6

A

森林外の樹木（屋敷林や街路樹等）についてもクリーンウッド法の対象か

国産材の場合、森林外の樹木はクリーンウッド法対象外のため合法性確認等の義務は生じません。輸入材については、森林
の定義が国によって異なることから、樹木の生育箇所が森林であるか否かにかかわらずクリーンウッド法の対象となります。

Q5

A

合法性が確認できなかった木材等は流通できなくなるのか

「合法性確認木材等ではない木材等」として流通させることとなります。クリーンウッド法は流通規制を課すものではなく、
合法性の確認とその結果の伝達を通じて合法性が確認された木材等の流通及び利用を促進するものです。合法性が確認でき
なかった場合は、次の取引に際し信頼性の高い取引先を選定するなど、合法伐採木材等の利用を確保するために取り組むべ
き措置（努力義務）に取り組んでいただくことで、合法性が確認された木材等の割合を高めていくことを目指しています。

A 原材料情報が全て収集できたことをもって、または特定の証明書をもって機械的に合法性確認木材等とはなりません。収集
した原材料情報が必ずしも真正なものであるとは限らないことから、第１種木材関連事業者は原材料情報に加え、国が提供
する情報、素材生産販売事業者又は我が国に木材等を輸出する者との取引の実績その他の木材等の流通及び利用に関する情
報を踏まえて合法性確認を行うものとしています。収集できなかった原材料情報がある場合は、収集できなかったという事
実とその他関連情報を踏まえて合法性確認を行っていただくことになります。

Q3 原材料情報（樹種、伐採地域、証明書）が全て収集できれば合法性確認木材等と判断して
よいのか

A 第1種木材関連事業者が合法性の確認を行う際に合法性の確認ができた木材等と合法性の確認ができない木材等が混在した
場合には、「合法性確認木材等でない」ものとして取り扱います。

Q4 合法性の確認を行う単位において、合法性の確認ができた木材等と合法性の確認ができない
木材等とが混在したものは、どのように取り扱うのか

A 対象物品（木材等）でないものを製造する者は木材関連事業者には該当せず、義務・努力義務の対象ではありません。ただし、
最終的に対象外物品に使用される原料となる対象物品（素材、製材、合板等）を取り扱う事業者は木材関連事業者に該当しま
すのでご注意ください。

Q7 クリーンウッド法対象物品を譲受けて対象物品でないものを製造する場合、木材関連事業者に
該当するのか

　クリーンウッドシステムは、クリーンウッド法に基づく記録の
作成・保存、情報伝達や報告書の作成等を行うことができるシス
テムです。本システムは Web システムとして無償で提供され、
パソコン、スマートフォン、タブレット等で利用可能です。

クリーンウッドシステムの主な機能

原材料情報（樹種、伐採地域、証明書）、その他任意情報を記録できます。

原材料情報や関連情報、合法性確認結果、合法性確認の判断理由等をセットで記録できます。

原材料情報や合法性確認結果等の伝達を行えます。
納品情報、木質バイオマス証明関連情報、登録・認定情報等の任意情報も一緒に伝達できます。

登録木材関連事業者が登録実施機関へ提出する年度報告、一定規模以上の第1種木材関連事業
者が国へ提出する定期報告を作成・提出できます。そのほか集計データとして活用できます。

システムの利用には利用者登録が必要です。
利用者登録の申請やシステムの詳細は下記サイトをご確認下さい。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/goho/clean-wood-system/index.html
クリーンウッド・ナビ：流通木材合法性確認システム（クリーンウッドシステム）

原材料情報の登録1

合法性確認結果の登録・記録の作成2

情報伝達3

報告書作成・データ集計4

素材生産販売事業者、木材関連事業者が
利用できます！

合法伐採木材等の流通及び促進に関する法律について、よくある質問をまとめました。
無料でご利用
できます！

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●

●

●

●

● 一覧で整理、検索可能
● 大量の書類の保管不要

● システムを使うと 記録の保存や検索が容易になります

11 12

登録木材関連事業者ロゴマーク
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

わ
っ
た
学
者
の
先
生
や
林
業
家
、
木
工
関
係
の
方

な
ど
多
用
な
立
場
の
方
が
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
柱
の
中
で
、
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
大
人
も
こ
ど
も
も
み
ん
な

で
行
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
森
を
作
り
た

い
」と
い
う
将
来
像
で
し
た
。「
森
」と
い
う
存
在

が
単
な
る
自
然
の
一
部
で
は
な
く
、
人
の
暮
ら
し

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
姿
を
具
体
的
に
し
て
い

て
、
と
て
も
大
事
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
と
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
か
ら
学
ぶ

森
と
の
向
き
合
い
方

棚
倉
町
も
柳
津
町
も
ど
ち
ら
も
違
っ
た
魅
力
の

あ
る
地
域
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
共
通

し
て
感
じ
た
の
は
、「
自
然
と
人
と
の
距
離
が
と

て
も
近
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
人
が
、

憩
い
も
営
み
も
森
と
共
に
生
き
、
森
を
守
り
活
か

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
姿
は
魅
力
的
に
映
り
ま

し
た
。
私
も
将
来
は
も
っ
と
自
然
や
森
と
向
き

合
っ
て
生
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
の
方
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
一
人
が
自
然
と

関
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
づ
き
、
行
動

に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
に
、
私
自
身
も

発
信
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

福
島
県
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

こ
ん
に
ち
は
。
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
の
佐

塚
こ
こ
ろ
で
す
。
福
島
県
の
棚
倉
町
と
柳
津
町
で

の
２
つ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
地

域
の
自
然
と
人
の
あ
た
た
か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

棚
倉
町
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

一
つ
目
は
、
棚
倉
町
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し

ま
緑
の
百
景
歩
こ
う
会
」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
で
す
。「
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
」は
、
福
島
県

民
か
ら
の
一
般
投
票
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
県
内
の

み
ど
り
豊
か
な
優
れ
た
景
観
を
味
わ
う
こ
と
の
で

き
る
場
所
で
す
。
第
37
回
と
な
る
今
回
の
舞
台
は

山
本
不
動
尊
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
で
、
6
0
0
名

も
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
柔
ら
か
な
緑
に

包
ま
れ
た
林
道
を
進
ん
で
い
く
と
、
葉
の
揺
れ
る

音
や
緑
の
香
り
、
そ
し
て
吹
き
抜
け
る
風
の
涼
し

さ
が
心
地
よ
く
、
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い

落
ち
着
い
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ど

り
の
大
使
を
務
め
て
き
た
影
響
で
、
林
道
を
囲
む

の
は
ス
ギ
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
広
葉
樹
が
あ

る
こ
と
も
認
識
で
き
、
そ
の
木
々
の
変
化
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
間
地
点
で
は
地
元
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ジ
ュ
ー
ス
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
配
布
を
し
ま
し

た
。
疲
れ
を
癒
や
す
逸
品
を
前
に
、
参
加
者
の

皆
様
一
人
一
人
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
苗
木
の
配
布
が

行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
参
加
者
の
方
々
が
受
け

取
っ
た
小
さ
な
木
が
、
未
来
の
森
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
特
別
な
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

柳
津
町
の
森
の
将
来
を
考
え
る

二
つ
目
は
、
柳
津
町
で
開
催
さ
れ
た
森
林
利

活
用
ビ
ジ
ョ
ン
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
た
か
ら

の
や
ま
の
日
」
で
す
。
植
樹
活
動
と
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ミ
ズ
ナ

ラ
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
ミ
ズ
ナ
ラ
は
成
長

す
る
と
沢
山
の
ど
ん
ぐ
り
を
実
ら
せ
、
森
の
生
態

系
を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。
そ
ん
な
ミ
ズ
ナ

ラ
を
植
え
て
未
来
の
森
を
作
る
作
業
に
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
携
わ
れ
た
の
は
本
当
に
貴
重
な
経
験

で
あ
り
、
同
時
に
人
が
手
を
入
れ
た
自
然
へ
の
責

任
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

森
林
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
学
者
の
先
生
や
地
元
の
方
々
が
将
来
の

町
の
姿
を
構
想
し
な
が
ら
生
み
出
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
私
が
聞
き
役
と
な
っ
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
単
に「
み
ど
り
を
豊
か
に
」と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
地
元
の
生
活
や
経
済
と
と
も
に
発
展

･
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
策
定
に
携
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台風、山火事など
の災害による
森林の損害への
大切な備え

台風、山火事など
の災害による
森林の損害への
大切な備え

個人、法人を問わずどなたでも
お申し込みいただけます。

誰でも申し込める？

最寄りの森林組合、森林組合連合会
にお気軽にご相談ください。

相談・申込先は？

森林保険なら、ひとつの保険で、
山火事、台風や大雪など様々な災害リスクに備えられます!

その他広葉樹・13年生(熊本県 公有林）
　実損面積／契約面積　8.43ha／8.90ha
　支払保険金　6,845,160円

（参考）ha当たり保険料　1,170円/年

火災
山火事で受けた損
害

風害
暴 風 に よ る 幹 折
れ、根返りなどの
損害

水害
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失な
どの損害

雪害
豪雪、積雪による
幹折れ、根返りな
どの損害

干害
乾燥による枯死な
どの損害

凍害
凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

潮害
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

噴火災
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

入っててよかった
森林保険

加入できる森林は？

原則人工林ですが、
間伐等の人手が加えられた
天然林でも加入できます。

お支払い事例（令和４年 火災）

国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林保険センター
〒212-0013 神奈川県川崎市幸区堀川町66番地２(興和川崎西口ビル９階)
TEL:044-382-3500 　　URL:https://www.ffpri.go.jp/fic/ ウェブサイト▶
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